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　平成30年７月豪雨や台風21号等により、ガソリンス
タンドや危険物倉庫等の危険物施設においても、浸水や
強風等に伴い多数の被害が発生しました。
　消防庁では、平成30年９月に風水害発生時における
危険物保安上の留意事項を関係事業者団体及び消防機関
に通知するとともに、被害事例の収集を昨年度中に行っ
たところですが、浸水の高さや風の強さ等と被害の発生
状況について整理・分析を行い、危険物施設における迅
速・的確な対応を確保することが課題となっております。
　このため、危険物施設の風水害対策のあり方に係る検
討を行うことを目的として、「危険物施設の風水害対策
のあり方に関する検討会」を開催し、第１回検討会を６
月17日（月）に行いました。

　第１回検討会では、検討の背景、危険物施設における
風水害対策ガイドラインの策定、AI・IoT等の新技術の
活用方策について議論し、今後の検討の方向性等につい
て検討が行われました。

　検討項目については次のとおりです。
（１）�危険物施設における被害の実態を踏まえた風水害　

対策に関する事項
（２）�AI・IoT等の新技術の活用方策に関する事項

第２回　令和元年９月～ 10月頃（予定）
第３回　令和２年１月～２月頃（予定）

検討会の様子

平成30年７月豪雨におけるガソリンスタンドの被害事例

危険物保安室

「危険物施設の風水害対策のあり方に関する検討
会」の開催について

１．はじめに

３．第１回検討会の内容

２．検討項目

４．今後のスケジュール
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